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特集／文化財違造抽の防災

上
記
の
よ
う
に
、
個
々
の
文
化
財
建
造
物
の
特
性

や
周
辺
環
境
、
活
用
方
法
に
応
じ
た
防
火
管
理
の
実

施
、
浩
防
用
設
備
の
設
置
、
消
火
活
動
等
を
総
合
的

に
含
む
防
火
安
全
対
策
が
求
め
ら
れ
る
な
か
で
、
文

化
財
関
係
者
、
消
防
関
係
者
を
は
じ
め
、
様
々
な
専

門
家
の
協
力
体
制
が
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

顕
言

課
題
の
克
眼
に
向
け
て

た
檜
皮
葺
の
重
要
文

化
財
建
造
物
焼
失
事
故

は
、
い
ず
れ
も
た
き
火
か

ら
の
飛
び
火
か
花
火
を
原
因

と
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
初

期
消
火
に
よ
り
完
全
に
鎮
火
し
た

と
判
断
さ
れ
た
茅
葺
屋
根
が
再
燃
し

て
大
火
に
至
っ
た
例
も
見
ら
れ
ま
す
。

第
三
に
、
こ
れ
ま
で
防
火
対
策
は
「
守
る
」
と
い

う
観
点
か
ら
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
文
化
財
を

積
極
的
に
活
用
し
よ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
る
中
で
、

「
安
全
性
の
確
保
」
と
い
う
視
点
か
ら
も
、
防
災
上

の
課
題
を
把
握
し
、
対
策
を
琴
網
じ
る
必
要
性
が
強
く

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
文
化
庁
で
は
平

成
―
一
年
三
月
に
「
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
保
存

活
用
計
画
策
定
指
針
」
を
ま
と
め
、
防
災
計
画
（
防

火
。
防
犯
対
策
、
耐
震
対
策
、
耐
風
対
策
、
そ
の
他

災
害
対
策
か
ら
な
る
）
を
主
要
な
項
目
の
―
つ
に
し

て
い
ま
す
。

物の防災

＼ 

文化庁文化財鑑査官

村上言刃—

震
や
台
風
等
の
自
然
災
害
、
不
法
侵
入
に
よ

る
故
意
破
懐
や
車
輌
の
接
触
事
故
、
落
書
き

地
等
の
人
的
災
害
、
鳥
獣
に
よ
る
被
害
な
ど
、
文
化
財

建
造
物
は
日
々
、
様
々
な
毀
損
、
滅
失
の
脅
威
に
さ

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
火
災
に
よ
る
部
材

の
焼
損
。
焼
失
は
、
そ
の
価
値
に
致
命
的
な
損
失
を

与
え
る
も
の
で
す
。

現
在
、
わ
が
国
で
は
三
、
六
七
三
棟
の
建
造
物
が

重
要
文
化
財
（
国
宝
を
含
む
）
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
八
七
％
は
純
粋
な
木
造
建
築
で
あ
り
、

内
部
に
は
紙
等
の
燃
え
や
す
い
植
物
繊
維
も
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
う
ち
の
約
四
0
％
が

麟
性
屋
根
（
茅
葺
柿
葺
、
柏
皮
葺
等
）
を
有
し

て
お
り
、
火
が
つ
き
や
す
く
、
着
火
す
る
と
急
激
に

延
焼
拡
大
す
る
危
険
性
を
お
び
て
い
ま
す
C

明
治
三

0
年
の
古
社
寺
保
存
法
の
制
定

以
来
、
今
日
ま
で
四
五
棟
の
建
造

物
が
指
定
解
除
さ
訊
て
い
ま

は
じ
め
に
わ
ガ
国
の
文
化
財
建
造
物
と
火
災

す
が
、
そ
の
う
ち
八
七
％
に
あ
た
る
三
九
棟
が
焼
失

に
よ
る
も
の
で
し
た
（
戦
災
に
よ
る
被
害
を
除
く
）
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
わ
が
国
の
文
化
財
保
護

行
政
に
お
い
て
は
、
防
火
対
策
を
常
に
急
務
の
課
類

と
し
て
意
識
し
、
防
災
設
備
の
設
置
。
改
修
、
防
災

体
制
の
強
化
及
び
防
火
意
識
の
高
揚
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
古
社
寺
保
存
法
の
頃
に
は
避
雷
針
や
防

火
池
（
貯
水
槽
）
、
ド
レ
ン
チ
ャ
ー
設
備
の
設
置
が
主

に
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
四
年
に
国
宝
保
芦
法
が

制
定
さ
れ
た
後
、
自
動
火
災
毅
知
設
備
の
実
用
化
に

伴
い
、
昭
和
八
年
度
よ
り
そ
の
取
付
が
国
庫
補
助
事

業
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
二
四
年
一
月
か
ら
昭
和
二
五
年
七
月
の
わ
ず

か
一
年
七
ヶ
月
の
間
に
、
法
隆
寺
金
堂
を
含
抄
八
棟

の
焼
損
・
焼
失
事
故
が
相
次
ぎ
、
こ
れ
を
械
に
本
格

的
な
防
災
事
業
の
進
展
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
昭
和
三

0
年
に
は
法
隆
寺
金
堂
壁
両
の
焼
損

を
教
訓
と
し
て
一
月
一
＿
六
日
を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

と
定
め
ま
し
た
。
以
来
、
毎
年
こ
の
日
を
中
心
に
全

国
的
に
文
化
財
防
火
演
習
等
の
運
動
が
展
開
さ
れ
、

今
年
で
四
六
回
目
を
迎
え
ま
す
。

昭
和
四
一
年
に
は
消
防
法
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

文
化
財
建
造
物
に
対
し
て
自
動
火
災
報
知
設
備
が
義

務
設
置
と
な
り
ま
し
た
（
昭
和
四
四
年
一

0
月一

□

施
行
）
。
昭
和
四
二
年
度
か
ら
防
災
予
算
は
大
幅
に
伸

び
、
昭
和
四
四
年
度
末
に
は
自
動
火
災
親
知
設
備
の

設
置
率
が
七

0
％
を
超
え
ま
し
た
。
昭
和
四
七

1
□i

平
成
六
＼
八
年
度
に
は
、
横
浜
国
立
大
学
二
村
上

慮
直
教
授
を
研
究
代
表
者
と
し
、
文
化
財
関
係
者
を

中
心
に
、
消
防
庁
消
防
研
究
所
の
協
力
を
得
て
「
文

化
財
建
造
物
の
防
火
対
策
手
法
に
関
す
る
調
査
研
究

ー
茅
葺
、
檜
皮
壺
及
び
柿
葺
屋
根
の
防
火
ー
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
f

植
物
性
屋
根
の
火
災
特
性

を
科
学
的
に
解
明
し
、
そ
の
有
効
な
消
火
方
法
に
つ

い
て
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
同
時
期
に
、
こ
の
調
査
研
究
と
の
連
携
を
図

り
つ
つ
、
消
防
庁
予
防
課
で
は
梢
防
関
係
者
を
中
心

に
、
学
識
経
験
者
、
文
化
庁
文
化
財
調
査
官
等
を
ま

じ
え
た
「
文
化
財
建
造
物
保
護
の
た
め
の
総
合
的
防

火
対
策
の
推
進
に
係
る
調
査
；
研
究
委
員
会
し
を
設

け
、
個
々
の
文
化
財
建
造
物
の
特
性
に
応
じ
た
防
火

管
理
の
実
施
、
消
防
用
設
備
等
の
設
置
、
火
災
時
の

消
火
活
動
等
の
総
合
的
な
防
火
安
全
対
策
の
た
め
の

研
究
を
行
い
ま
し
た
。

文
化
庁
で
は
こ
れ
ら
の
調
査
研
究
に
対
し
、
そ
の

立
ち
上
げ
段
階
か
ら
積
極
的
な
技
術
炉
叩
力
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
研
究
成
果
の
う
ち
防
災
設
備
に
係
る
技

術
的
提
案
に
つ
い
て
は
、
防
火
区
画
の
設
置
や
小
屋

裏
消
火
の
エ
夫
等
、
個
々
の
保
存
修
理
事
業
や
防
災

施
設
等
整
備
事
業
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

重
要
文
化
財
建
造
物
に
関
し
て
は
、
従
来
か
ら
、

基
本
的
な
三
設
備
で
あ
る
自
動
火
災
報
知
設
備
、
消

お
わ
り
に

八
生
度
に
は
文
化
財
総
合
防
災
緊
急
胴
査
を
実
施
し
、

未
設
置
箇
所
に
対
す
る
設
置
計
画
書
の
作
成
や
、
既

設
設
備
の
作
動
状
況
等
の
調
査
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
四
八
年
度
に
は
防
災
施
設
の
日
常
的

点
検
の
徹
底
を
図
る
た
め
の
適
達
を
出
し
て
い
ま
す
。

近
年
の
防
火
対
策
上
の
課
題

す
で
に
一
世
紀
を
超
え
た
近
代
の
文
化
財
保
護
の

取
り
組
み
の
中
で
は
、
技
術
の
進
歩
や
、
社
会
状
況

の
変
化
と
相
ま
っ
て
r

防
火
対
策
上
の
課
題
も
大
き

く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
主
に
次
の
三

点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
一
に
、
文
化
財
所
有
者
の
核
家
族
化
や
高
齢
化
、

文
化
財
が
所
在
す
る
地
域
の
過
疎
化
及
び
高
齢
化
、

地
域
社
会
の
崩
壊
等
に
よ
り
、
パ
ー
ド
と
し
て
の
施

設
・
設
儲
の
整
備
に
加
え
て
ソ
フ
ト
と
し
て
の
防
災

計
画
策
定
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
無
人

化
や
常
駐
関
係
者
の
少
数
化
が
見
ら
れ
る
文
化
財
所

在
地
で
は
、
地
域
住
民
と
の
保
存
管
理
上
の
協
力
体

制
を
積
極
的
に
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す。
第
一
に
、
茅
葺
民
家
や
、
檜
皮
葺
あ
る
い
は
柿
葺

の
社
寺
建
築
が
全
国
的
に
希
少
と
な
り
、
文
化
財
周

辺
で
の
火
気
使
用
に
対
す
る
危
険
意
誡
が
低
下
し
て

き
た
こ
と
が
挙
け
ら
れ
ま
す
。
，
植
物
性
屋
根
の
消
火

活
動
に
か
か
る
知
識
。
経
強
を
持
ち
合
わ
せ
る
人
も

少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
の
間
に
生
じ

火
設
備
、
避
冒
設
備
を
整
え
る
こ
と
を
「
総
合
防
災
し

と
称
し
て
、
国
庫
補
助
事
業
を
実
崩
し
、
そ
の
設
置

率
の
向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
元

年
度
か
ら
一

0
年
度
に
か
け
て
行
わ
れ
た
東
大
寺
総

合
防
災
事
業
（
事
例
紹
介
1
)
や
現
在
実
施
中
の
姫

路
城
総
合
防
災
事
業
（
論
文
2
)
が
先
駆
的
な
事
例

と
し
て
示
す
よ
う
に
、
近
年
で
は
「
総
合
防
災
」
と

い
う
意
味
合
い
が
、
施
設
。
設
備
の
充
実
度
を
表
す

も
の
か
ら
、
文
化
財
の
特
性
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
社

会
状
況
を
加
味
し
た
包
括
的
な
計
画
の
実
現
へ
と
膨

ら
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

防
災
活
動
は
文
化
財
に
対
す
る
理
解
と
、
文
化
財

保
護
に
対
す
る
責
任
の
自
覚
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

お
り
、
責
任
の
自
覚
は
文
化
財
愛
護
活
動
へ
の
参
加

意
識
に
結
び
つ
い
て
い
き
ま
す
。
火
災
予
防
の
呼
び

か
け
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
監
視
、
罹
実
な
火
災
通
親

経
路
の
確
保
、
初
期
消
火
体
制
の
弥
化
、
浩
火
設
備

使
用
方
法
の
周
知
等
、
文
化
財
建
造
物
そ
れ
ぞ
れ
に

適
し
た
防
災
の
あ
り
方
が
定
期
的
に
見
直
さ
れ
、
よ

り
効
果
の
高
い
防
火
管
理
体
制
が
所
有
者
・
管
理
団

体
、
文
化
財
関
係
者
r

消
防
関
係
者
、
地
域
の
住
民

等
の
強
力
に
よ
り
築
か
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。そ
れ
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、
地
道
な
努
力
が

求
め
ら
れ
ま
す
が
、
今
回
、
文
化
財
防
火
デ
ー
に
あ

わ
せ
て
こ
の
特
集
を
組
む
こ
と
が
、
そ
の
一
助
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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日
、
京
都
御
苑
近
く
の
尼
寺
へ
立
ち
寄
っ
た

先
と
こ
ろ
、
住
職
か
ら
「
こ
の
重
要
文
化
財
の

御
本
尊
を
は
じ
め
、
受
け
継
い
で
き
た
大
切
な
文
化

財
を
、
無
事
に
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
の
は
私
ら
の

仕
事
で
す
が
、
一
番
怖
い
の
は
火
事
で
す
。
ふ
だ
ん

は
、
年
寄
り
の
女
手
二
人
し
か
居
な
い
尼
寺
や
か
ら
、

不
安
で
仕
方
が
な
い
」
と
言
わ
れ
、
冷
汗
が
出
ま
し

こ。t
 京都
市
は
、
世
界
文
化
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た

『
古
都
京
都
の
文
化
財
』
を
は
じ
め
と
す
る
、
多
く

の
、
そ
し
て
貴
重
な
文
化
財
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま

す。
そ
れ
ら
の
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
京
都

市
消
防
局
は
昭
和
二
三
年
の
発
足
以
来
、
文
化
財
の

防
火
対
策
を
消
防
行
政
の
重
要
課
題
の
一
っ
と
し
て

位
置
づ
け
、
昭
和
四
八
年
に
全
国
の
消
防
機
関
で
唯

一
の
「
文
化
財
係
」
を
設
置
し
て
文
化
財
に
対
す
る

指
導
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
京
都
市
火
災

予
防
条
例
に
「
文
化
財
の
防
火
管
理
」
の
章
を
設
け

て
、
文
化
財
関
係
者
に
対
し
て
自
主
防
火
管
理
を
義

務
づ
け
る
な
ど
、
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に

様
々
な
取
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
取
組
み
に
つ
い
て

は
、
第
一
に
、
文
化
財
の
所
有
者
自
ら
が
、
自
主
防

火
管
理
の
原
則
で
あ
る
「
自
分
の
と
こ
ろ
は
自
分
で

守
る
」
と
い
う
認
識
に
た
っ
た
防
火
管
理
の
責
任
を

果
た
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
さ
ら
に
は
、
文
化
財
防

災
の
関
係
機
関
・
団
体
の
協
力
の
ほ
か
、
付
近
住
民

し
て
、
常
日
頃
か
ら
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
土
地

や
建
物
、
施
設
な
ど
を
、
地
域
の
子
供
会
活
動
や
集

会
、
震
災
時
の
一
時
避
難
場
所
と
し
て
提
供
す
る
こ

と
や
、
近
隣
で
の
火
災
時
に
は
備
え
付
け
の
防
災
施

設
等
を
活
用
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
の
初
動
の
活
動
を
円
滑
に
行

う
た
め
に
、
自
動
的
に
一
―
九
番
通
報
で
き
る
火
災

通
報
装
置
や
一
人
で
操
作
の
で
き
る
消
火
栓
設
備
な

ど
の
省
力
化
さ
れ
た
文
化
財
防
災
施
設
の
設
置
、
文

化
財
で
の
火
災
原
因
の
ト
ッ
プ
を
占
め
る
放
火
を
防

ぐ
た
め
の
赤
外
線
セ
ン
サ
ー
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置

や
日
常
の
巡
回
を
充
実
す
る
こ
と
も
望
ま
れ
ま
す
。

【
地
域
住
民
に
望
む
こ
と
】

「
東
京
に
住
む
人
が
、
東
京
タ
ワ
ー
に
登
っ
た
こ

と
が
な
い
」
「
札
幌
に
住
む
人
が
時
計
台
に
入
っ
た
こ

と
が
な
い
」
な
ど
と
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
京
都

に
住
む
人
も
、
い
つ
で
も
行
け
る
と
い
う
気
持
ち
か

ら
か
、
身
近
に
あ
る
貴
重
な
文
化
財
の
良
さ
と
必
要

性
を
理
解
し
て
い
な
い
人
も
い
ま
す
。

し
か
し
、
文
化
財
が
そ
の
地
域
に
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
地
域
に
も
た
ら
さ
れ
る
有
形
ま
た
は
無
形
の

効
果
を
、
利
益
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
積
極
的
に
評

価
し
て
、
文
化
財
の
関
係
者
と
の
交
流
を
図
る
中
で

そ
の
地
域
の
宝
と
し
て
の
価
値
を
再
認
識
し
、
文
化

財
を
守
る
た
め
に
は
地
域
の
協
力
が
必
要
な
こ
と
を

強
く
意
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

の
協
力
と
い
っ

た
こ
と
が
必
要

で
す
が
、
さ
き

ほ
ど
の
尼
寺
の
よ
う
に
、

常
駐
す
る
少
数
の
関
係
者
が
高

齢
と
な
り
、
万
一
、
災
害
が
発
生
し
た

と
き
の
活
動
に
は
不
安
が
あ
る
な
ど
、
近
年
の

文
化
財
を
取
り
巻
く
環
境
は
決
し
て
良
い
傾
向
に
あ

る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
京
都
市
消
防
局
に
お
い
て
は
、
こ
う
し

た
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
て
、
「
み
ん
な
で
文
化
財
を

火
災
か
ら
守
る
」
体
制
を
、
特
に
、
文
化
財
の
所
有

者
と
付
近
住
民
と
が
相
互
に
協
力
し
て
文
化
財
を
守

る
こ
と
を
中
心
に
据
え
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
理
由
】

「
清
水
の
舞
台
」
で
有
名
な
清
水
寺
で
は
、
昭
和

ニ
四
年
の
法
隆
寺
金
堂
壁
画
焼
失
を
契
機
に
門
前
の

商
店
街
有
志
に
よ
り
警
備
団
が
結
成
さ
れ
て
五

0
年

が
経
過
し
ま
す
。
そ
の
活
動
は
、
災
害
が
あ
れ
ば
サ

イ
レ
ン
の
音
に
よ
り
駆
け
付
け
、
消
火
班
や
仏
像
の

搬
出
班
な
ど
に
体
系
づ
け
ら
れ
た
活
動
を
開
始
す
る

と
と
も
に
、
ふ
だ
ん
は
自
主
的
な
訓
練
や
昼
夜
間
の

巡
回
警
備
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
清
水
寺
の
よ
う
に
協
力
体
制
を
堅
固
に

築
い
て
い
る
社
寺
が
あ
る
一
方
で
、
少
人
数
で
維
持

管
理
し
て
い
る
た
め
平
常
時
の
防
火
管
理
体
制
の
不

そ
し
て
、
文
化
財
所
有
者
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
、

例
え
ば
、
防
火
の
た
め
に
日
常
の
巡
回
を
行
い
、
文

化
財
の
周
辺
を
徘
徊
す
る
挙
動
不
審
者
が
い
る
場
合

に
は
注
意
を
呼
び
か
け
る
こ
と
や
、
防
火
対
策
に
必

要
な
連
絡
体
制
網
の
整
備
、
あ
る
い
は
火
災
が
発
生

し
た
際
に
は
、
で
き
る
範
囲
で
初
期
消
火
や
美
術
工

芸
品
等
の
搬
出
等
と
い
っ
た
活
動
な
ど
を
担
い
、
守

っ
て
い
く
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す。【
消
防
及
び
関
係
機
関
】

相
互
の
協
力
体
制
が
確
立
さ
れ
る
た
め
に
は
、
文

化
財
の
関
係
者
に
は
地
域
の
活
動
に
協
力
し
よ
う
と

す
る
意
志
が
、
ま
た
近
隣
の
住
民
に
は
地
域
の
文
化

財
を
守
る
と
い
う
強
い
意
志
が
、
同
時
に
存
在
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
、
そ
れ
が
前
提
と
な
っ
て
「
み

ん
な
で
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
」
体
制
を
築
く
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
文
化
財
の
関
係
者
と
近
隣
の
地

域
住
民
に
と
っ
て
、
協
力
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が

「
互
い
の
利
益
で
あ
り
、
か
つ
市
民
の
誇
り
が
持
て

る
」
よ
う
に
認
識
さ
せ
る
事
業
、
す
な
わ
ち
意
識
づ

け
す
る
た
め
の
事
業
を
最
優
先
し
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
京
都
市
消
防
局
で
は
、
年
間
を
通
じ
た
継

続
性
の
あ
る
指
導
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
特

に
京
都
市
独
自
の
取
組
み
で
あ
る
「
夏
の
文
化
財
防

火
運
動
（
七
月
―
ニ
ー
一
九
日
）
」
期
間
中
や
文
化
財

十
分
さ
や
、
火

災
が
発
生
し
た
場
合
に

通
報
や
初
期
消
火
活
動
が
満
足

に
で
き
ず
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
損

失
を
被
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
社
寺
が
多

数
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
文
化
財
が
「
地
域
が
協
同
で
ま
も
る

財
産
」
と
し
て
地
域
住
民
に
認
知
さ
れ
、
災
害
発
生

時
に
は
地
域
住
民
が
協
力
し
て
消
火
や
避
難
な
ど
の

活
動
に
携
わ
る
と
い
う
、
協
力
体
制
（
以
下
「
協
力

体
制
」
と
い
う
）
を
構
築
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な

る
わ
け
で
す
。

【
文
化
財
関
係
者
に
望
む
こ
と
】

文
化
財
が
社
寺
に
あ
る
場
合
、
近
く
に
住
む
人
か

ら
、
「
住
職
の
顔
も
名
前
も
知
ら
な
い
」
「
文
化
財
が

あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」
な
ど
と
聞
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

協
力
体
制
を
築
く
に
は
、
社
寺
も
地
域
の
一
員
と

防
火
デ
ー
を
中
心
と
し
た
「
文
化
財
防
火
運
動
（
一

月
二
三
ー
ニ
九
日
）
」
期
間
中
は
、
文
化
財
の
関
係
者

等
や
地
域
住
民
に
よ
る
多
目
的
か
つ
実
践
的
な
消
防

訓
練
を
実
施
し
て
、
出
火
の
際
の
円
滑
な
行
動
を
確

保
す
る
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
京
都
市
で
は
、
昭
和
三
七
年
に
相
次
い
で

寺
院
の
火
災
が
発
生
し
、
重
要
文
化
財
の
建
造
物
や

美
術
工
芸
品
が
焼
失
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
消
防
局
、

京
都
府
文
化
財
保
護
課
及
び
京
都
市
文
化
財
保
護
課

な
ど
の
文
化
財
保
護
担
当
機
関
、
文
化
財
保
護
団
体

の
九
者
に
よ
り
「
文
化
財
防
災
対
策
連
絡
会
」
を
結

成
し
、
定
期
的
に
連
絡
会
を
開
催
し
て
文
化
財
防
災

に
つ
い
て
連
絡
・
調
整
を
固
る
と
と
も
に
、
広
い
視

野
で
文
化
財
保
護
に
対
す
る
諸
問
題
に
対
処
し
て
い

ま
す
。

【
あ
わ
り
に
】

私
が
京
都
市
消
防
局
に
採
用
さ
れ
た
際
、
当
時
の

消
防
局
長
か
ら
「
消
防
の
任
務
は
、
市
民
の
生
命
、

身
体
、
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら

に
、
京
都
市
消
防
局
は
、
文
化
財
を
守
る
責
任
が
あ

る
」
と
訓
示
を
受
け
た
こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

京
都
市
消
防
局
で
は
、
か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な

文
化
財
を
災
害
の
危
険
か
ら
守
り
、
次
の
世
代
に
継

承
し
て
い
く
た
め
に
は
、
「
み
ん
な
で
文
化
財
を
火
災

か
ら
守
る
」
体
制
の
整
備
を
図
り
、
地
域
に
根
ざ
し

た
文
化
財
の
防
火
・
防
災
対
策
を
積
極
的
に
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

京都市消防局予防部

予防課文化財係

伊藤芳隆

み
ん
な
で
文
化
財
を

火
災
か
ら
ま
も
ろ
う
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集
「
文
化
財
建
造
物
の
防
災
し
は
、
一
月
二

J

、?

文
す
牙
一
／
日
の
文
化
財
防
火
デ
ー
に
あ
わ
せ
て
、
重

要
文
化
財
建
造
物
を
事
例
と
し
て
近
年
の
防
火
防
犯

の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
今
後
の
方
阿
性
を
読
者

と
共
に
展
望
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
表
1
、

表
2
に
よ
り
情
報
を
補
足
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

重
要
文
化
財
建
造
物
の
火
災
対
策
と
し
て
は
、
防

災
施
設
事
業
の
中
で
自
動
火
災
報
知
設
備
（
以
下
、

自
火
報
設
俯
）
、
消
火
設
備
、
避
雷
設
備
の
設
置
を
重

点
的
に
行
い
、
現
境
保
全
事
業
等
で
火
除
地
の
設
定

や
防
災
道
路
の
設
置
を
行
う
等
、
火
災
の
早
期
発
見

と
初
期
消
火
、
落
雷
に
よ
る
火
災
の
予
防
、
本
格
消

防
に
資
す
る
施
骰
整
備
等
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
。

戦
災
焼
失
を
除
く
と
、
文
化
財
保
護
法
制
定
以
前

に
は
火
災
に
遭
っ
た
二
七
棟
の
九
割
が
焼
失
に
至
っ

て
い
る
が
、
文
化
財
保
襲
法
制
定
後
、
特
に
重
要
文

化
財
建
造
物
に
自
火
報
が
義
務
設
置
化
さ
れ
た
昭
和

三
六
年
以
降
は

‘
1
0
二
椋
の
火
災
の
八
割
以
上
が

焼
損
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
化
財
本
体

に
被
害
が
及
ん
だ
落
雷
事
故
は
過
去
i

二
件
あ
る
。

う
ち
、
避
雷
殷
備
設
置
率
が
五
割
に
達
し
た
昭
和
五

0
年
代
半
ば
以
降
の
発
生
件
数
は
二
件
で
あ
る
。

火
災
を
早
期
に
消
し
止
め
る
体
判
が
整
い
r

落
雷

事
故
は
激
減
し
た
。
一
方
で
、
火
災
の
平
均
年
間
発

生
率
や
指
定
棟
数
と
比
べ
た
発
生
割
合
は
古
社
寺
保

存
法
や
国
宝
保
存
法
の
頃
よ
り
も
高
く
な
っ
て
お
り
、

か
つ
、
内
部
か
ら
の
火
で
は
な
く
、
外
的
な
要
因
に

よ
る
火
災
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

今
日
ま
で
の
火
災
は
放
火
と
飛
火
が
大
き
な
原
因
で

器
の
開
発
等
が
促
進
さ
れ
、
文
化
財
建
造
物
へ
の
広

範
な
普
及
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

ま
た
、
機
器
が
十
分
に
機
能
を
発
揮
す
る
よ
う
、

日
常
の
紺
持
管
理
、
緊
急
時
の
連
絡
体
制
、
初
期
消

火
の
た
め
の
責
任
分
担
等
に
つ
い
て
は
明
文
化
し
、

定
期
的
に
関
係
者
（
所
有
者
、
文
化
財
関
係
者
、
消

防
関
係
者
、
地
元
住
民
等
）
で
そ
の
内
容
を
碓
認
す

る
こ
と
が
強
く
望
ま
れ
る
（
事
例
紹
介
4
)
。

最
後
に
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
平

成
―
一
年
末
日
現
在
五
四
地
区
）
に
院
し
て
は
、
木

造
家
屋
が
密
集
す
る
市
街
地
や
、
茅
葺
民
家
が
集
中

す
る
農
山
村
を
含
ん
で
お
り
、
火
災
の
予
防
、
早
期

発
見
、
初
期
消
火
等
の
活
動
を
地
元
住
民
で
自
主
的

に
行
う
た
め
の
設
備
の
設
置
に
昭
和
五
一
年
度
よ
り

国
庫
補
助
が
な
さ
れ
て
き
た
。
平
成
六
年
度
に
は
総

合
防
災
計
画
策
定
事
業
が
保
存
対
策
調
査
に
組
み
入

れ
ら
れ
、
市
町
村
に
経
費
の
補
助
が
行
わ
れ
て
い
る
。

平
成
一

0
年
度
末
ま
で
に
二
六
地
区
で
防
災
施
設
の

整
備
が
行
わ
れ
、
地
区
の
特
性
に
応
じ
た
設
備
の
設

置
や
防
火
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
事
例
紹
介
5
)
。

（
文
責
／
建
造
物
課
文
部
技
官
・
下
閏
久
美
子
）

【
参
考
文
献
】

0
藤
村
泉
「
文
化
財
建
造
物
防
災
の
あ
ゆ
み
ー
戦
前
韻
・
戦
後

謳
ー
」

(
7

文
化
庁
月
報
」
一
九
八
二
年
一
｀
二
月
号
）

0
消
水
真
一
「
文
化
財
建
造
物
の
防
災
一

0
0年
」
（
「
建
築
防

災
」
一
九
九
九
年
八
月
号
）

0

『
建
造
物
要
唸
』
（
文
化
庁
建
造
物
課
、
一
九
九

0
年）

0

「
平
成
一

0
年
度
重
要
文
化
財
建
造
物
防
災
施
設
語
業
ー
宙
｛

大
寺
・
熊
本
城
等
の
防
災
事
業
が
完
了
」
（
「
文
化
庁
月
報
」

一
九
九
九
年
七
月
号
）

0

「
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
防
災
詣
業
の
新
し
い
動
き
ー
緊

急
防
災
施
設
弥
化
事
業
始
ま
る
」
（
「
文
化
庁
月
報
」
一
九
九

九
年
一

0
月
号
）

,
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初
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火

↑
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7
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，
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末
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＼
ー
の
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〗
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／
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32 I「国宝および重要文化闊などの防火措置実廊心鳳紀布
36 

38 I「文化財防火・防犯のー「引き」配布
小笠原家住宅（長野）の買上げに対し阪田市に補助金交付

i （指定建造物製上げに対する補助の初例）

,JO :環境保全の予籐計上が始まる

あ
り
r

こ
こ
―

0
年
程
は

特
に
そ
の
傾
向
が
強
い
。
火
の
不
始
末
に
よ
る
火
災

は
、
所
有
者
の
失
火
よ
り
近
辺
で
の
煙
草
や
焚
火
の

不
始
末
に
起
因
す
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
防
災
の

原
点
に
戻
り
、
火
災
の
末
然
防
止
に
改
め
て
巨
を
向

け
る
必
要
を
示
し
て
い
る
。

従
来
か
ら
火
災
の
予
防
に
関
し
て
は
、
通
知
。
通

達
、
防
火
防
犯
の
手
引
ぎ
の
刊
行
、
文
化
財
防
火
デ

ー
の
実
施
等
に
よ
り
、
所
有
者
や
管
理
団
体
（
以
下
、

所
有
者
等
）
の
管
理
体
制
の
充
実
を
促
し
て
き
た
。

加
え
て
近
年
は
所
有
者
等
に
よ
る
自
助
努
力
を
確
実

と
す
る
た
め
、
過
疎
化
・
高
齢
化
し
た
地
域
、
盗
難

や
放
火
が
続
発
す
る
地
域
等
の
重
要
文
化
財
を
主
対

象
と
し
て
、
防
災
施
設
事
菓
で
防
犯
設
備
、
＇
監
視
設

備
を
設
置
す
る
件
数
が
増
え
て
い
る
。
特
に
東
大
寺

や
熊
本
城
等
~
広
い
敷
地
に
国
宝
，
重
要
文
化
財
が

複
数
棟
建
ち
、
不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
所

で
は
、
監
視
カ
メ
ラ
や
防
犯
セ
ン
サ
ー
の
設
鷹
と
共

に
、
情
報
を
一
元
的
に
管
理
す
る
施
設
を
整
え
（
事

例
紹
介
1
)
、
巡
視
。
監
視
と
併
せ
た
総
合
的
な
管
理

体
制
の
控
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

平
成
―
一
年
度
か
ら
は
緊
急
防
災
施
設
強
化
亭
業

が
新
規
に
始
ま
っ
た
。
こ
れ
も
警
報
、
防
犯
等
の
設

備
の
強
化
を
ね
ら
い
と
す
る
。
事
業
の
対
象
は
、
国

解
説

宝
建
造
物
（
植
物

性
屋
根
を
有
す
る
大
規
模
な
重
要
文
化
財
な
ど
を
含

む
）
や
、
国
宝
，
重
要
文
化
財
で
あ
る
美
術
工
芸
品

（
彫
刻
、
絵
画
等
）
を
収
納
す
る
重
要
文
化
財
建
造
物

の
う
ち
、
特
に
緊
急
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
建

造
物
と
美
術
工
芸
品
が
一
体
と
な
っ
て
価
値
を
発
揮

す
る
物
の
保
存
を
防
災
面
か
ら
支
え
る
と
い
う
発
想

か
ら
創
殷
さ
れ
た
事
業
で
あ
る
。
平
成
一

0
年
度
に

は
補
正
予
算
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
六
件
が
実
施
さ
れ
、

う
ち
醍
醐
寺
で
は
監
視
カ
メ
ラ
に
加
え
、
五
重
塔
内

の
壁
画
を
守
る
た
め
の
ガ
ス
消
火
殷
備
が
導
入
さ
れ

た
（
事
例
紹
介
2.J)
。

飛
火
や
花
火
等
に
よ
る
屋
根
か
ら
の
火
災
に
関
し

て
は
、
植
物
性
屋
根
の
燃
焼
特
性
を
解
明
し
有
効
な

浩
火
方
法
を
検
討
す
る
調
査
研
究
や
、
総
合
的
防
火

対
策
の
推
進
に
関
す
る
調
査
研
究
が
実
施
さ
れ
（
巻

頭
言
参
照
）
、
今
後
の
取
り
組
み
に
大
き
な
一
交
唆
を
与

え
た
。
研
究
成
果
の
i

部
は
r

す
で
に
保
存
修
理
事

業
や
防
災
施
設
事
業
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る

（
事
例
紹
介
3
J
)
0

文
化
財
建
造
物
に
防
炎
設
備
を
設
置
す
る
時
に
は
、

歴
史
的
な
環
境
へ
の
配
慮
が
常
に
下
可
欠
で
あ
る
c

今
後
、
防
犯
設
備
や
監
視
餃
備
の
設
置
事
例
が
増
え

る
中
で
は
、
施
工
上
・
景
説
ヒ
の
麒
題
の
解
決
、
安

価
な
殷
備
の
工
夫
、
さ
ら
に
は
文
化
財
に
適
‘
し
た
機

文
化
財

造
物
の

と
そ
の
予
防

建
造
物
課

， 文化庁月毅 2000.1 文化庁月報 200(J．l 8 



特集／／文化財建造扱の防災

頃
に
や
っ
て
く
る
」
と
は
古
く
か

こ
と
わ
ざ

ら
の
諺
だ
が
、
最
近
は
忘
れ
る
間
も
な
く
文
化
財
で

地
震
災
害
や
火
災
等
が
続
発
し
、
さ
ら
に
大
き
な
災

害
が
近
い
こ
と
を
警
告
し
て
い
る
感
じ
も
す
る
。

考
え
て
み
る
と
、
日
本
列
島
自
体
が
大
陸
プ
レ
ー

ト
の
せ
め
ぎ
合
い
で
海
面
上
に
隆
起
し
た
土
地
で
あ

る
以
上
、
宿
命
的
に
地
震
や
活
断
層
の
活
動
か
ら
免

れ
得
な
い
し
、
モ
ン
ス
ー
ン
地
帯
に
位
置
し
て
い
て

毎
年
台
風
に
よ
る
強
風
や
豪
雨
に
襲
わ
れ
る
の
も
避

け
ら
れ
な
い
。
厄
史
的
建
造
物
は
、
経
験
的
に
こ
れ

ら
の
条
件
を
熟
知
し
た
技
術
で
建
て
ら
れ
、
修
理
を

繰
り
返
し
て
今
日
ま
で
時
代
を
超
え
て
伝
え
ら
れ
て

き
た
も
の
で
、
千
年
以
上
に
わ
た
る
過
去
か
ら
の
情

報
を
内
蔵
す
る
貴
重
な
資
料
で
も
あ
る
。
生
き
残
っ

て
き
た
一
定
の
強
さ
は
あ
る
が
、
現
代
の
一
般
不
特

定
多
数
の
人
々
の
安
全
や
快
適
さ
を
保
障
す
る
た
め

の
施
設
と
し
て
造
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

も
し
こ
れ
を
現
代
建
築
と
同
様
に
活
用
し
よ
う
と

す
れ
ば
、
同
等
の
安
全
確
保
等
の
た
め
に
防
災
施
設

の
設
置
や
構
造
的
補
強
等
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
建
物
の
立
地
環
境
や
構
造
特
性
、

保
存
管
理
な
ど
の
社
会
状
況
、
価
値
と
の
バ
ラ
ン
ス

る
。
耐
震
対
策
の
当
面
の
一
般
指
針
は
、
建
設
省
建

築
研
究
所
の
学
識
経
験
者
等
の
協
力
を
得
て
作
成
さ

れ
、
阪
神
大
震
災
か
ら
一
年
目
の
平
成
八
年
一
月
の

「
文
化
財
建
造
物
等
の
地
震
時
に
お
け
る
安
全
性
確

保
に
つ
い
て
」
、
及
び
平
成
―
一
年
四
月
の
「
重
要
文

化
財
（
建
造
物
）
耐
震
診
断
指
針
の
策
定
に
つ
い
て
」

等
で
、
す
で
に
文
化
庁
か
ら
各
都
道
府
県
宛
に
示
さ

れ
て
い
る
が
、
具
体
的
技
術
開
発
は
こ
九
か
ら

の
状
態
で
あ
る
。

一
方
、
日
本
は
災
害
や
火
災
に
弱
い
は
ず
の

木
造
建
築
の
中
に
木
や
紙
の
美
術
工
芸
品
を
た

く
さ
ん
保
存
し
て
き
た
同
で
も
あ
る
。
「
古
都
京

都
の
文
化
財
」
を
世
界
遣
産
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ

に
推
薦
す
る
際
、
古
代
以
来
の
各
時
代
の
美
術

工
芸
品
が
こ
れ
だ
け
豊
富
に
伝
世
さ
れ
て
い
る

都
市
は
東
ア
ジ
ア
で
は
他
に
な
い
、
と
中
国
建

築
専
門
家
か
ら
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
京

都
は
木
造
都
市
の
宿
命
と
し
て
中
心
部
が
何
度

も
兵
火
や
大
火
で
焼
失
し
、
世
界
遺
産
を
構
成

災
の
展
望

す
る
一
七
の
社
寺
等
で
も
古
い
時
代
の
建
築
は
す
べ

て
郊
外
に
所
在
す
る
。
そ
し
て
中
心
部
は
時
代
ご
と

に
新
陳
代
謝
を
繰
り
返
し
、
現
代
は
変
化
の
速
度
を

一
層
早
め
つ
つ
あ
る
。
西
欧
の
石
造
都
市
で
中
心
部

に
靡
史
的
遣
産
を
蓄
積
し
郊
外
で
近
代
へ
の
対
応
を

し
て
い
る
の
と
逆
の
都
市
構
造
は
、
あ
る
意
味
で
は

継
続
的
で
緩
慢
な
災
害
と
し
て
、
わ
が
国
の
文
化
財

国
宝
室
生
寺
五
重
塔
＂
平
成
一

0
年
、
台
風
七
号
で
杉
の
倒
木
被
害
を
受

け
た
。
現
在
修
理
中
。

年号「―― 防災に係る取り組み その他関連事項
i 一 ロ

昭和！l|「文化財0)防火防犯について」文化財保説委員会事務局長通達 国宝•;人徳寺方丈焼担（放火）

詔：坊・ 元 nn-~1['足：中9-:J弔勿 故点涸J虻：
「文化財関係建造物に対する自動人災報知設備の設似に関する I 
活防法令の迎用叩胆こついて」消防予防課長通達

45 i「文化財防火・防犯の手弓！さ（改訂版）」祀布

京都市、奈良市、鎌倉市tこ設置していたMM式火災報知椴を廃止 I 
,;6 I民家等賀上げの予算音I上始まる
47 文化財総台防災緊悠調査を実施（～昭相48年度）

48 「文化財建造物等の防犯施設の点検について」文化庁次長通達

5!） i 文化財保殿法改正

（伝統的建造物群保存制度・建造物と一•I本をなして価

値を形成している土地等の指定）

51 I璽要伝統的建造物詳保存地区（以下、伝建）の防災事業が始まる｝
I （南木曽『妻記徊讀火設備工軍に醤手、～昭和52年度）
53 特殊防災の予算計上始まる（法隆寺防災設備改修J曽強喜砂ヶ I重翌文化財建造物管理実態関査を実施
年計画着手） I重要文化財防災事業固庫補助要項が定まる

54，指定文化財管理費補功制度始まる

57 |「文化財建造物の日常管理と防火の手引き」配布 ！ 

文化財保談部良通達・健造物課長通知

3 | （伝建）特殊防炎の予算計上始まる
4 I「文化財(/)防火防犯について」文化庁次長通達・伝統文化課長

： 『対｝t，民t芋9←疋/力:J:f‘ 1麟忍去改正 文し1オl度ーロ

重要文化財大恩寺念仏堂：平成 6年、

夏休み中のロケット花火て全焼。指定

解除となる。

II 文化庁月報 2000. l 

表2枷璽要文化財建造物原因別火災発生件数及び焼損焼失棟数（平成II年12月1日現在／文化庁文化財保紐部建造物課）

区分
［ し一古社寺保存法 L 
! 焼損焼失 1小計•---- 1 1 

I火の不始末 O (0 J I l (1) I l (1) 
！雷火 0(O) 1 (l) 1 (1) 

I飛火 0(O) 2(2) 2 (2) □~~~:'G::/ 
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《

は

じ

め

に

》

路
城
は
一
九
九
三
年
、
法
降
寺
と
と
も
に
わ

船
が
国
初
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
。
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
改
め

て
そ
の
防
災
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

文
化
遺
産
と
し
て
の
価
値
が
国
際
的
に
確
認
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
歴
史
的
な
遺
産
の
継
承
を
は

か
る
た
め
に
、
文
化
財
と
し
て
の
城
を
災
害
か
ら
守

る
こ
と
が
よ
り
強
く
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
同
時
に
、
文
化
遣
産
に
触
れ
る
機
会
を
よ
り
多

く
の
人
々
に
提
供
す
る
こ
と
か
ら
、
来
訪
者
の
安
全

の
確
保
を
は
か
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
姫
路
市
と
文
化
庁
で
は
世
界
遺
産
登
録

を
機
に
姫
路
城
の
防
災
の
あ
り
方
を
検
酎
し
、
そ
の

姫
路

の
防
災
・
環
境
保
全
・
整
備
活
用
の
施
策
上
で
の
大

き
な
与
件
と
な
っ
て
い
る
。
イ
コ
モ
ス
国
際
会
議
等

で
、
文
化
財
防
災
国
際
指
針
作
成
に
あ
た
り
日
本
の

独
自
性
の
主
張
が
必
要
な
ゆ
え
ん
で
も
あ
る
。

わ
が
国
が
明
治
―
―

-
0年
に
古
社
寺
保
存
法
で
文
化

財
建
造
物
の
保
護
を
始
め
て
以
来
の

iou二
年
の
火

災
の
麿
史
を
振
り
返
る
と
、
事
故
等
に
よ
る
焼
失
ニ

七
件
―
―
―
九
棟
の
ほ
か
に
、
第
二
次
大
戦
の
空
襲
等
に

よ
る
仙
台
城
大
手
門
ほ
か
二

0
六
棟
の
焼
失
が
大
き

い
。
城
下
町
の
歴
史
を
持
つ
主
翌
な
都
市
が
、
金
沢

を
除
き
那
洞
市
に
至
る
ま
で
す
べ
て
攻
撃
さ
れ
た
結

果
て
あ
り
、
当
時
の
国
三
建
造
物
約
一
、
七

0
0余

棟
の
一
割
裡
が
焼
失
し
、
そ
の
ほ
か
に
＝
二
椋
が
焼

損
し
て
い
る
。
文
化
財
は
異
文
化
間
の
理
解
を
促
進

し
平
和
の
た
め
の
戦
略
的
な
意
羨
を
持
つ
と
さ
れ
る

が
、
そ
れ
だ
け
に
戦
火
で
文
化
財
を
失
う
こ
と
ほ
ど

一
固
の
永
い
歴
史
に
と
っ
て
大
き
な
損
害
は
な
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
国
破
れ
て
山
河
あ
り
」
と
数
百

万
兵
士
が
帰
還
し
、
敗
戦
後
の
文
化
国
家
一
再
建
に
取

り
組
赳
な
か
で
起
き
た
昭
和
二
四
年
の
法
隆
寺
金
堂

火
災
事
故
は
、
文
化
財
保
護
法
制
定
の
契
候
と
な
り
、

文
化
財
保
譲
委
員
会
発
足
と
同
時
に
建
造
物
課
に
防

災
部
門
と
防
災
施
設
設
置
補
助
金
制
度
を
新
骰
さ
せ

た
。
保
護
法
施
音
以
後
四

0
年
間
で
の
焼
失
が
一
―

件
一
五
棟
r

焼
損
が
六
一
＝
件
六
六
棟
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
こ
と
は
、
国
指
定
椋
数
が
三
、
六

0
0奈
棟
ま

で
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
防
災
腕
策
は

戦
前
よ
り
も
は
る
か
に
進
歩
し
た
と
の
評
価
が
可
能

で
あ
ろ
う
。

特
に
火
災
の
早
期
発
見
と
初
期
浩
火
に
大
き
な
効

果
を
挙
げ
た
の
は
．
消
防
法
改
正
で
自
動
火
災
報
知

骰
備
が
義
務
殷
置
と
な
っ
た
こ
と
で
、
昭
和
四

0
年

代
か
ら
全
図
的
に
消
火
栓
や
報
知
設
備
の
補
助
事
業

の
防
災
計
画

強
化
に
努
め
て
い
る
。
本

稿
で
は
、
そ
の
検
討
の
結
果
の
一
部

を
紹
介
し
、
姫
路
城
の
防
災
の
現
状
と
課
題
を

考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

《
防
災
面
か
ら
み
だ
姫
路
城
》

姫
路
城
と
そ
の
来
訪
者
に
危
害
を
及
ほ
し
う
る
災

害
と
し
て
は
、
地
震
、
雷
、
風
水
害
、
火
災
爆
発
、

群
衆
幌
乱
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
地
震
に

つ
い
て
は
、
昭
和
の
大
修
理
な
ど
を
通
じ
て
す
で
に

そ
の
耐
震
性
の
強
化
を
は
か
っ
て
き
て
お
り
、
今
の

と
こ
ろ
地
震
に
よ
っ
て
致
命
的
な
破
壊
が
生
じ
る
恐

れ
は
な
い
。
ま
た
雷
に
つ
い
て
も
f

．
避
雷
針
の
整
備

充
冥
を
は
か
っ
て
お
り
、
落
雷
に
よ
る
大
規
模
な
被

災
も
考
え
に
く
い
。
風
水
害
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ

る
。
対
策
が
相
対
的
に
遅
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
大
規
模

な
被
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
火
災
爆
発
と

群
衆
混
乱
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
群
衆

混
乱
は
火
災
時
の
避
難
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る

神戸大学都市安全

研究センター敦授

室崎益輝

鴛要文化財1日神戸居留地十五呑館：平成 7年、阪神

大雲災て全壊（上）。地盤改良•免籐・建物楕造補強
を総合的に行い、当初材の 7割を再用した（下）。

が
展
開
し
た
こ
と
が
大
き
、
正
。
実
際
に
火
災
と
な
れ

ば
消
防
署
の
泊
火
活
動
が
不
可
欠
で
あ
り
、
＇
毎
年
一

月
二
六
日
の
「
文
化
財
防
火
デ
ー
＇
」
の
文
化
庁
消
防

庁
合
同
実
施
は
大
き
な
意
義
を
持
つ
Q

消
防
庁
で
は

文
化
財
防
火
を
重
要
な
業
務
と
認
識
し
、
近
年
で
は

文
化
財
建
造
物
の
四
割
を
占
め
る
植
物
性
屋
根
の
火

災
事
故
頻
発
か
ら
消
防
研
究
所
で
各
種
屋
根
材
の
燃

焼
実
験
を
行
い
、
ま
た
文
化
庁
が
参
加
し
た
学
術
的

委
員
会
を
設
置
し
て
所
有
者
へ
の
消
防
計
画
作
成
指

導
を
推
進
す
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
＇
制
度
を
検
討

す
る
な
ど
積
極
的
で
あ
り
、
今
後
も
協
力
関
係
を
発

展
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

文
化
財
の
防
災
は
、
礫
境
保
全
や
整
備
活
用
と
密

接
に
閲
わ
り
、
今
後
は
社
会
変
化
に
対
応
し
て
一
層

積
極
的
な
胚
策
展
開
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
美
術

工
芸
品
や
民
俗
文
化
財
な
ど
を
内
蔵
す
る
文
化
財
建

造
物
の
重
要
性
を
考
慮
す
れ
ば
、
文
化
財
全
分
野
を

総
合
的
な
視
点
か
ら
見
た
防
災
施
策
の
樹
立
は
緊
急

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
耐
嚢
対

策
に
不
可
欠
な
技
術
情
報
の
蓄
積
と
分
析
や
、
火
災

対
策
の
た
め
の
新
規
技
術
開
発
、
文
化
財
防
災
技
術

者
の
養
成
訓
練
な
ど
、
他
の
省
庁
や
研
究
所
と
協
力

連
携
が
可
能
な
水
準
の
技
術
力
を
持
つ
こ
と
が
文
化

財
保
護
行
政
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
。
国
立
文
化

財
研
究
所
等
で
、
保
存
修
復
等
と
拉
ん
で
、
防
及
技

術
研
究
分
野
で
の
格
段
の
充
実
が
必
要
な
時
期
を
抑

え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

の
で
、
と
り
あ
え
ず
は
火
災
燦
発
を
中
心
に
防
災
対

策
を
検
討
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
火
災
燦
発
を
対
象
に
姫
路
城
を
み
た
時
、

ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
か
考
え
て
み
よ
う
。
城
と

い
う
も
の
は
、
外
敵
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に

造
ら
れ
る
。
ま
た
、
事
あ
る
時
は
自
爆
あ
る
い
は
籠

城
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
市

街
地
火
災
な
ど
の
外
部
火
災
に
つ
い
て
は
漆
喰
壁
等

で
防
甕
さ
れ
て
お
り
、
極
め
て
安
全
な
構
造
と
な
っ

て
い
る
。
戦
災
に
お
い
て
も
市
街
地
が
火
に
包
ま
れ

た
中
で
、
姫
路
城
だ
け
は
焼
け
残
っ
て
い
る
。
他
方
、

内
部
火
災
に
つ
い
て
は
消
防
隊
が
外
部
か
ら
進
入
し

て
消
火
に
あ
た
る
こ
と
や
取
り
残
さ
れ
た
人
を
外
部

か
ら
救
出
す
る
こ
と
が
、
難
し
い
構
造
と
な
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
r

内
部
火
災
で
は
炎
上
す
る
こ
と
を
前

提
に
造
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

同
じ
文
化
財
で
も
、
他
の
木
造
建
築
と
城
郭
建
築
と

の
違
い
は
、
こ
の
外
部
か
ら
の
進
入
の
困
難
性
に
あ

ス^
i

と
こ
ろ
で
、
防
災
面
か
ら
姫
路
城
の
特
徴
を
み
る

と
き
、
第
一
に
大
断
面
の
木
材
が
多
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
第
二
に
階
段
が
急
で
不
規
則
な
配
罵
に
な
っ

て
い
る
こ
と
r

第
三
に
大
小
様
々
な
部
屋
が
複
雑
に

入
り
組
ん
だ
構
成
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
第
四
に
出

入
り
口
や
脱
出
可
能
開
口
部
が
極
端
に
少
な
い
構
造

で
あ
る
こ
と
、
第
五
に
登
閣
口
か
ら
建
物
に
至
る
ま

で
門
、
塀
、
石
段
な
ど
無
数
の
ア
ク
セ
ス
障
害
が
あ
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る
こ
と
第
六
に
一
日
最
大
一
万
五
、

0
0
0人
以

上
と
い
う
多
数
の
来
訪
者
が
あ
る
こ
と
、
を
指
摘
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
の
点
は
r

火
災

の
発
見
が
困
難
、
公
設
の
消
火
が
困
難
、
避
難
や
救

出
が
困
雛
と
い
っ
た
問
題
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

文
化
財
の
防
災
対
策
で
は
、
文
化
財
を
ま
も
る
と

い
う
点
と
人
命
を
ま
も
る
と
い
う
点
で
は
利
害
が
一

致
す
る
も
の
の
、
そ
の
災
害
か
ら
ま
も
る
た
め
に
何

ら
か
の
対
策
を
開
じ
よ
う
と
す
る
と
、
そ
の
対
策
が

文
化
財
を
破
壊
し
か
ね
な
い
と
い
う
矛
盾
に
直
配
す

る
。
こ
の
矛
盾
を
い
か
に
解
決
す
る
か
が
、
防
災
に

携
わ
る
我
々
を
悩
ま
せ
る
こ
と
に
な
る
。
最
小
の
改

変
で
最
大
の
効
果
を
得
る
防
災
手
法
が
求
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
姫
路
城
に
取
り
残
さ
れ
た
人
々
を

救
助
し
よ
う
と
す
る
と
、
城
の
壁
に
穴
を
あ
け
て
脱

出
口
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
が
、
文
化
財
保

全
の
観
点
か
ら
は
そ
の
よ
う
な
大
規
模
な
破
壊
は
許

さ
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
場
合
、
監
に
穴
を
あ
け
て
救
出
す
る
よ

う
な
事
態
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
他
の
方
法
で
万

全
を
尽
く
、
方
し
か
な
い
。
そ
こ
で
姫
路
城
で
は
、
炎

上
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
に
最
重
点
を
置
く
と

い
う
考
え
方
を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
。

紙
面
上
、
こ
こ
で
は
姫
路
城
の
防
災
計
画
の
パ
ッ

奈
良
県
／
国
宝
東
大
寺
金
堂
ほ
か

2

京
都
府
／
国
宝
醍
醐
寺
五
重
塔

3

和
歌
山
県
／
国
宝
金
剛
峯
寺
不
動
堂
、
重
要
文
化
財
雨
錫
寺
阿
弥
陀
堂

4

愛
知
県
／
重
要
文
化
財
高
田
寺
本
堂

5

岐
阜
県
／
，
高
山
市
三
町
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

~
 

ー
認

合

防

災

に

向

げ

た

取

り

組

み

一

一

ー

奈

良

県

／

国

宝

東

六

寺

金

堂

ほ

か

大
寺
総
合
防
災
施
設
事
業
は
一

0
年
の
歳
月

東
を
要
し
て
平
成
一

0
年
度
に
完
了
し
た
。
東

大
寺
は
広
大
か

つ
地
形
複
雑
な

境
内
に
大
規
模

木
造
建
造
物
で

あ
る
国
宝
•
金

堂
（
大
仏
殿
）

を
は
じ
め
と
す

[>

i

東
大
寺
警
備
詰
所
の
防
災
設
備
監
視
モ

ニ
タ
ー
及
ひ
操
作
卓

事例
紹
介

ー 《
姫
路
城
防
災
の
考
え
方
》

る
文
化
財
建
造

物
や
美
術
工
芸

品
が
数
多
く
保

存
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
奈
艮
公

ク
ボ
ー
ン
と
な
る
基
本
的
な
考
え
方
を
述
べ
る
。

山
伝
統
的
技
法
を
再
評
価
す
る

姫
路
城
の
模
型
を
つ
く
り
煙
伝
播
の
性
状
を
み
る

9
3
 

実
験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
入
側
柱
筋
の
垂
れ
壁
形
、

煙
の
内
部
へ
の
侵
入
を
防
げ
る
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
同
様
の
効
果
は
、
西
の
丸
の
渡
櫓
の

垂
れ
壁
で
も
期
待
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
垂
れ
壁
が
、

当
初
か
ら
防
災
的
な
意
固
を
も
っ
て
つ
く
ら
れ
た
か

ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
実
に
防
災
的
効
果
を

も
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
祈
た
な
防
災
シ

ス
テ
ム
を
組
み
立
て
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
う
し
た

伝
統
的
防
災
構
法
を
評
価
し
活
か
す
必
要
が
あ
る
。

②
新
防
災
技
術
と
の
融
合
を
は
か
る

次
に
、
文
化
財
保
護
上
の
許
さ
れ
る
範
囲
で
、
高

度
な
ハ
イ
テ
ク
技
術
を
可
能
な
限
り
導
入
し
、
ヒ
ュ

ー
マ
ン
な
対
応
に
失
敗
し
た
と
し
て
も
、
大
事
に
い

た
ら
な
い
保
障
を
築
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

信
頼
性
の
高
い
消
火
設
備
で
あ
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
・

の
導
入
は
、
初
期
消
火
が
極
め
て
璽
要
と
い
う
こ
と

て
、
避
け
ら
れ
な
い
。
姫
路
城
で
悶
天
守
群
及
び

化
粧
櫓
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
景
親
に
留
意
し
つ
つ

殷
置
す
る
こ
と
に
し
た
C

同
時
に
、
~
火
災
の
早
期
発
見
か
ら
迅
速
な
通
報
及

び
清
報
伝
達
を
可
能
と
す
る
、
防
災
情
穀
シ
ス
テ
ム

の
充
実
に
心
が
け
て
い
る
。
威
圧
感
の
な
い
監
視
カ

メ
ラ
や
高
性
能
の
火
災
セ
ン
サ
ー
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
高
度
な
槻
能
を
俯
え
た
防
災
セ
ン
タ
ー
を
建

園
と
一
体
と
な
っ
た
境
内
に
は
、
観
光
客
等
不
特
定

多
数
の
人
々
が
自
由
に
出
入
り
で
き
、
ま
た
正
倉
院

を
は
さ
ん
だ
飛
地
に
は
国
宝
。
転
害
門
が
存
在
す
る

な
ど
、
文
化
財
の
管
理
に
は
困
難
が
伴
う
条
件
下
に

あ
る
。火
災
は
そ
の
発
生
か
ら
五
分
以
内
に
初
期
消
火
の

体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
早
期
発
見
、
初
期
梢

火
は
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
の
鉄
則
で
あ

る
。
今
回
の
事
業
は
初
期
浩
火
に
向
け
て
の
初
動
体

制
を
整
え
ら
れ
る
情
報
の
把
握
及
び
伝
達
を
迅
速
か

つ
正
確
に
行
う
こ
と
を
最
大
の
課
題
と
し
た
。
特
に

飛
地
に
建
つ
転
害
門
周
辺
は
民
家
の
密
集
地
で
、
防

災
拠
点
で
あ
る
警
備
詰
所
か
ら
は
遠
隔
地
に
あ
り
、

初
期
消
火
は
迅
速
な
情
報
の
収
集
と
遠
隔
操
作
に
よ

設
し
て
管
理
、
監
視
、
警
備
の
有
機
的
運
用
を
屈
る

計
画
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
防
災
セ
ン
タ
ー
の
建
設

に
あ
た
っ
て
は
、
歴
史
的
遣
構
を
破
壊
し
な
い
と
い

う
制
約
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

③
ハ
ー
ド
の
弱
さ
を
ソ
フ
ト
で
カ
バ
ー
す
る

最
後
に
、
城
の
構
造
が
も
つ
防
災
上
の
弱
点
を
、

訓
練
や
教
育
と
い
っ
た
ソ
ブ
ト
で
カ
バ
ー
1
9
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
消
火
を
含
め
た
初
期
対
応
の
信
頼

性
を
あ
げ
る
に
閏
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る

と
と
も
に
、
訓
練
に
よ
り
そ
の
習
熟
を
は
か
る
こ
と

が
欠
か
せ
な
い
。
姫
路
城
で
は
、
火
災
の
発
生
場
所

に
よ
り
、
初
期
消
火
や
避
難
誘
導
の
対
応
が
異
な
っ

て
く
る
た
め
、
発
生
場
所
に
応
じ
た
緻
密
な
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ソ
フ
ト
と
い
う
こ
と
で
は
、
入
城
者
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
協
力
や
連
携
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
。
例
え
ば
、
シ
ル
バ
ー
ガ
イ
ド
な
ど
の
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々
に
腿
初
期
浪
火
や
避
難

誘
導
な
ど
を
担
当
す
る
防
災
沢
ラ
シ
テ
ィ
ア
と
し
て

も
戦
力
と
な
る
よ
う
曰
常
的
な
‘j'

レ
ー
ー
ニ
ン
グ
を
積

ん
で
も
ら
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

m
一
姫
路
城
防
災
設
拙
研
究
会
（
会
長
，
伊
藤
延
男
日
本
城
郭

研
究
セ
ン
タ
ー
名
空
飴
長
）
」
を
設
席
し
て
、
姫
路
城
の
防
災

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
る
e

切
雌
路
城
の
火
災
発
生
時
に
お
け
る
歴
の
流
動
特
性
並
ひ
に

効
呆
的
な
消
防
活
勁
お
よ
び
避
雌
行
動
に
関
．
p
．
る
劉
査
報
告

索
巴
同
間
査
委
晨
会
、
平
成

11
年
9
月

る
瞬
時
の
方
法
で
初
動
活
動
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。東
大
寺
の
防
災
設
備
は
、
一
般
の
文
化
財
防
災
と

比
軟
し
て
大
規
模
か
つ
高
規
格
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
建
物
に
は
自
動
火
災
報
知
設
備
、
防
犯
セ
ン
サ

ー
を
取
り
付
け
、
境
内
の
要
所
に
は
防
犯
カ
メ
ラ
を

殷
置
し
て
い
る
C

消
火
殷
備
は
建
物
規
模
を
考
慮
し

て
自
然
流
下
の
加
圧
方
式
を
採
用
し
、
梢
火
用
水
は

新
設
一
、
五

0
0
吋
の
貯
水
槽
と
既
設
五

0
0
面
の

貯
水
槽
の
ほ
か
、
境
内
に
あ
る
池
も
消
防
用
水
利
に

利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
淵
水
対
策
と
し
て
、

貯
水
槽
に
は
満
減
警
報
、
配
水
管
の
分
岐
点
に
は
流

量
検
出
器
を
取
り
付
け
て
い
る
。

各
設
備
か
ら
発
せ
ら
れ
る
情
報
は
膨
大
な
も
の
で
、

情
報
の
管
理
に
は
高
度
な
処
理
能
力
が
要
求
さ
れ
る
。

情
報
は
境
内
を
六
ブ
ロ
ッ
ク
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
設
置
し
た
地
区
受
信
機
へ
集
め
ら
れ
、
電
気
信
号

か
ら
光
信
号
に
変
換
し
た
の
ち
、
警
備
詰
所
に
集
約

さ
れ
る
。
警
慌
詰
所
で
は
、
受
信
槻
と
連
動
す
る
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
画
面
で
感
知
器
や
警
報
器
の
作
動
状
況

を
表
示
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
記
録
す
る
。
警
備
詰

所
に
集
め
ら
れ
た
情
毅
は
、
境
内
電
話
で
東
大
寺
関

係
者
へ
、
非
常
通
報
殷
備
で
奈
良
市
消
防
楓
関
へ
伝

達
さ
れ
、
初
動
体
制
の
立
ち
上
げ
に
移
行
で
き
る
シ

ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
転
害
門
に
関
す
る
消

火
設
備
は
、
モ
ニ
タ
ー
画
面
を
見
な
が
ら
遠
隔
操
作

で
起
動
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

注
]
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防
災
は
、
そ
の
意
詢
の
同
上
が
基
本
で
あ
り
、
日

常
の
き
め
細
や
か
な
管
理
行
為
で
災
害
を
末
然
に
防

ぐ
こ
と
か
肝
要
て
あ
る
が
、
防
災
設
備
の
整
備
も
不

可
欠
で
あ
る
。
設
備
は
災
害
を
未
然
に
防
ぎ
、
被
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
も
の
で
、
そ
の
横
能
を
遣
憾

な
く
発
揮
さ
せ
る
に
は
r

計
画
の
段
階
か
ら
設
備
の

機
能
に
応
じ
た
人
的
な
整
備
が
、
所
有
者
側
は
も
ち

醐
寺
は
、
京
都
市
南
東
部
に
位
置
す
る
真
言

爵

宗

の

古

刹

で
r

国
宝
，
重
要
文
化
財
を
は
じ

め
貴
重
な
文
化
財
建
造
物
や
美
術
工
芸
品
を
多
数
所

．
 

蔵
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
五
重
塔
は
、
平
安
時
代

中
期
の
天
暦
六
年
（
九
五
二
）
に
建
立
さ
れ
た
も
の

で
、
国
宝
建
造
物
で
あ
る
と
と
も
に
、
初
層
内
部
に

描
か
れ
た
仏
画
が
美
術
工
芸
品
と
し
て
も
国
宝
指
定

さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
こ
の
醍
固
寺
五
重
塔
に
お

け
る
文
化
財
建
造
物
と
美
術
工
芸
品
の
一
体
的
保
謹

の
検
討
経
過
等
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

五
璽
冷
に
対
す
る
消
火
設
備
は
、
主
と
し
て
屋
外

か
ら
の
火
災
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
放
水
銃
と

消
火
栓
を
建
物
周
囲
に
設
置
し
て
い
た
。
し
か
し
、

内
部
の
彩
色
画
に
対
し
て
は
特
に
配
應
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
美
術
工
芸
品
の
初
期
浩
火
設
備

を
増
強
す
る
こ
と
と
し
、
絵
画
等
の
脆
弱
な
文
化
財

て
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
尻
在
あ
る
設
雛
の
中
で
は
最

棟
緊
急
防
災
施
設
強
化
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
し

て
お
り
、
本
平
度
末
ま
で
に
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
C

I 

LI 

3
I
 火
災
の
拡
大
防
止

和
歌
山
県
／
国
宝
金
剛
峯
寺
不
動
堂
三
重
要
文
化
財
雨
錫
寺
阿
弥
陀
堂

,

'

,

＇

 

れ
ば
憂
い
な
し
j

植
物
性
屋
根
表
面

「
備
〗U小
屋
裏
等
へ
の
延
焼
防
止
策
を
胴
じ

た
事
例
と
し
て
、
国
宝
金
剛
峯
寺
不
動
堂
及
び
重
要

う
じ
ゃ
く
じ

文
化
財
雨
錫
寺
阿
弥
陀
堂
を
紹
介
す
る
。
前
者
は
檜

皮
葺
屋
根
、
後
者
は
茅
葺
塵
根
を
有
す
る
。

金
剛
峯
寺
f

雨
錫
寺
と
も
、
保
存
修
理
事
業
と
エ

程
を
併
せ
て
防
災
施
設
整
備
事
業
危
実
栢
し
て
お
り

（
平
成
九

1
-
0年
度
）
、
保
存
修
理
工
事
の
中
で
小

屋
長
へ
の
延
焼
防
止
策
を
請
じ
て
防
災
対
策
を
補
完

し
た
。

[
屋
根
表
面
へ
の
延
焼
防
止
]

植
物
性
屋
根
を
有
す
る
建
造
物
は
、
花
火
や
飛
火

に
よ
る
墨
根
へ
の
着
火
が
火
災
の
大
き
な
原
囚
と
な

る
。
防
災
施
設
整
備
事
業
に
お
け
る
消
火
設
備
工
事

と
し
て
、
怠
剛
峯
寺
不
動
堂
で
は
ド
レ
ン
チ
ャ
ー
の

改
修
を
、
．
雨
錫
寺
阿
弥
陀
堂
で
は
放
水
銃
の
新
設
を

行
い
、
屋
根
へ
の
延
焼
防
止
及
び
初
期
消
火
に
備
え

こ。
>T ド
レ
ン
チ
ャ
ー
改
修
に
お
い
て
は
、
保
存
修
理
工

事
の
工
程
と
密
に
調
整
を
図
り
、
箱
棟
の
取
付
け
完

了
以
降
、
素
屋
根
及
び
足
場
の
あ
る
う
ち
に
、
幾
度

か
の
放
水
試
験
を
行
「
た
。
妻
飾
り
に
水
を
あ
て
る

こ
と
な
く
、
屋
根
み
の
甲
下
端
ま
で
十
分
に
水
を
届

か
せ
る
よ
う
に
水
源
の
水
圧
、
ノ
ズ
ル
先
端
圧
、
噴

射
角
度
、
間
隔
等
を
繰
り
返
し
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
ま

た
、
景
観
上
の
配
膚
と
し
て
見
え
が
か
り
を
重
視
し
、

位
置
、
仕
上
げ
色
等
に
つ
い
て
も
保
存
修
理
工
事
の

監
督
及
び
主
任
技
術
者
と
十
分
な
協
誤
~
を
行
っ
た
。

｛
小
屋
組
へ
の
延
焼
防
止
】

寺
院
建
築
は
小
屋
裏
や
室
内
の
空
間
が
大
き
く
r

小
屋
裏
に
火
が
入
る
と
延
焼
速
度
が
加
速
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。
命
剛
峯
寺
及
び
雨
錫
寺
で
は
延
焼
防
止

策
の
第
二
段
階
と
し
て
、
屋
根
材
の
一
部
焼
失
は
免

れ
な
い
と
し
て
も
、
本
体
軸
部
へ
の
延
焼
を
可
能
な

限
り
防
止
す
る
措
置
を
試
み
た
。

檜
皮
葺
屋
根
表
面
に
着
火
し
た
火
は
i

．
徐
々
に
中

へ
進
入
し
、
野
地
板
に
延
焼
し
た
後
r

小
屋
裏
内
で

大
火
と
な
っ
て
天
井
、
室
内
に
燃
え
移
る
。
そ
こ
で

の

だ

る

き

こ

ま

い

金
剛
峯
寺
不
動
堂
で
は
野
垂
木
と
小
舞
の
間
に
不
燃

ボ
ー
ド
を
張
り
つ
め
て
延
焼
を
遅
延
す
る
措
置
と
し

た
。
材
料
は
耐
水
性
、
加
工
性
、
寸
法
安
定
性
、
軽

量
化
を
考
慮
し
た
パ
ル
プ
セ
メ
ン
ト
板
を
使
用
し
、

（
京
都
府
教
育
庁
指
弯
部
文
化
財
保
護
課

建
造
物
第
2乙
保
畏
鶉
岡
典
慶
）

ろ
ん
、
文
化
財
保
護
行
政
側
に
も
必
要
で
あ
る
。
設

備
と
人
的
な
体
制
が
う
ま
く
か
み
合
う
こ
と
で
有
効

な
防
災
体
制
が
確
立
さ
九
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
合

い
て
、
東
大
寺
総
合
防
災
施
殷
事
業
は
、
今
後
の
文

化
財
防
災
事
業
の
一
っ
の
あ
り
方
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
奈
良
県
教
育
委
貴
会
文
化
財
保
存
事
務
所
主
任令
西
良
男
）

•• 

•• 

．
 

2
I
 
文
化
財
建
造
物
と
美
術
工
芸
品
の
一
体
的
保
護
|
-

京
都
府
，
／
国
宝
醍
醐
寺
五
重
塔

も
有
効
な
ガ
ス
消
火
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

ガ
ス
浩
火
設
備
の
設
置
方
法
に
は
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、

貯
蔵
施
設
、
超
動
操
作
鑓
ガ
ス
吹
き
出
し
口
等
が

一
体
と
な
っ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
と
、
貯
蔵
施
設
は
外

部
に
お
塁
吹
き
出
し
口
を
内
部
に
骰
置
す
る
分
陸

塑
が
あ
る
。
消
火
対
象
と
な
る
五
重
塔
初
層
は
、
容

襲
か
比
較
的
小
さ
い
た
め
、
壁
や
床
面
に
パ
イ
プ
穴

や
止
め
釘
等
を
し
な
く
て
も
よ
い
移
動
可
能
な
パ
ッ

グ
ー
ジ
型
が
使
用
で
き
れ
は
、
建
造
物
に
対
す
る
影

響
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
た
が
、
ボ
ン
ベ
や
起
動
操

作
盤
も
含
め
た
総
璽
量
が
約
三
二

O
L
g
と
な
り
、
か

つ
転
倒
防
止
対
策
が
必
要
で
あ
る
な
ど
、
現
実
的
に

パ
ッ
ケ
ー
ー
ジ
型
は
使
璽
↑
可
飩
て
あ
っ
た
。

分
離
型
を
設
置
す
る
に
立
＝
た
っ
て
問
題
と
な
る
の

は
、
貯
蕨
廊
骰
廷
設
に
伴
う
周
辺
猿
境
へ
の
影
響
と

建
物
内
部
へ
の
配
管
敷
設
方
法
て
あ
る
。
今
回
の
計

画
で
は
、
ガ

背
後
の
見
え
隠

れ
部
分
に
設
置

す
る
こ
と
に
よ

り
、
周
辺
環
境

に
配
慮
す
る
と

と
も
に
、
塔
内

部
配
管
は
、
中

央
の
仏
壇
下
に

床
が
張
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
た

め
、
木
部
に
開

口
部
を
設
け
る

必
要
な
く
床
下
敷
設
で
き
、
ま
た
吹
き
出
し

□も
仏

よ
こ
れ
ん
じ

壇
側
面
の
横
連
子
の
隙
間
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

こ。`ァー！
し
か
し
今
回
の
五
重
塔
の
よ
う
な
事
例
は
稀
で
、

文
化
財
建
造
物
の
多
く
は
内
部
空
間
の
大
き
な
木
造

で
あ
る
た
め
、
ガ
ス
が
収
蔵
庫
等
の
密
閉
さ
れ
た
空

間
と
異
な
り
大
量
に
必
要
と
な
る
こ
と
や
、
ガ
ス
吹

き
出
し
口
の
位
置
や
数
、
配
管
等
に
お
い
て
建
造
物

の
保
存
環
境
に
及
ほ
す
影
響
が
大
き
い
な
ど
、
美
術

工
芸
品
の
消
火
対
策
と
し
て
ガ
ス
渋
火
設
簡
を
文
化

財
建
造
物
に
設
置
す
る
の
は
問
題
が
多
い
e

今
後
は
、
新
た
な
浩
火
殷
備
の
開
発
等
、
他
の
視
点

か
ら
の
検
記
も
含
め
、
研
究
者
等
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
、
こ
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
予
あ

る
と
思
わ
れ
る
e

な
お
今
国
紹
介
し
た
ガ
ス
消
火
設

備
の
設
置
工
事
は
、
国
宝
醍
醐
寺
五
璽
塔
懐
か

ic¥）

五
璽
塔
初
層
の
内
部

板
厚
を
五

mm
と
し
て
軒
反
り
の
曲
面
加
工
に
対
応
し

こ
c
i
 茅
葺
屋
根
を
有
す
る
雨
錫
寺
阿
弥
陀
堂
は
、
屋
根

に
下
地
が
無
く
、
表
面
に
苦
火
し
た
火
は
数
分
で
茅

の
裏
面
を
伝
っ
て
頂
部
に
達
し
、
火
種
が
堂
内
天
井

上
部
に
落
下
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
f

①
小
屋
組
を
す
べ
て
耐
火
材
で
翌
う
方
法
と
、
②
堂

内
天
井
上
面
及
び
軒
裏
を
雌
燃
材
で
覆
う
方
法
の
二

案
を
検
酎
し
、
①
案
は
茅
葺
き
作
業
に
影
薯
を
き
た

し
、
小
屋
組
の
重
量
が
増
大
す
る
こ
こ
か
ら
、
②
案

を
採
用
し
た
。
天
井
部
分
は
土
居
桁
や
大
梁
を
覆
い

込
む
よ
う
に
下
地
材
を
組
み
、
化
粧
石
綿
セ
メ
ン
ト

珪
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
板
八
呻
を
全
面
に
張
り
つ
め
た
。

こ
れ
ら
二
つ
の
不
燃
区
画
に
過
剰
に
期
待
は
で
き

な
い
が
、
本
格
消
防
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
屋
根
と
軸

部
を
遮
断
し
、
木
部
へ
の
延
焼
を
く
い
止
め
る
効
果

は
果
た
す
と
考
え
ら
れ
る
。

保
存
修
理
及

び
防
災
施
設
整

備
の
両
側
面
か

ら
防
災
対
策
を

図
っ
た
二
事
業

に
か
か
わ
る
中

で
、
特
に
金
剛

峯
寺
不
動
堂
で

は
両
工
事
の
エ

程
の
調
整
を
行

う
こ
と
で
、
防

金剛峯寺不動堂・トレンチャーの放水
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特集／文化財建造彩りの防災

自衛消防隊の防火訓練。側溝の水は利用しや

すいく，（平成II年 1月）

災
設
備
の
性
能
を
可
能
な
限
り
高
め
ら
れ
た
と
考
え

る
。
修
理
、
防
災
と
い
う
補
助
事
業
の
項
目
に
か
か

わ
ら
ず
、
文
化
財
建
造
物
の
防
災
と
し
て
、
関
係
者

田
寺
本
堂
（
薬
師
堂
）
は
、
大
正
九
年
に
即

吉
回
宝
指
定
、
昭
和
二
五
年
に
重
要
文
化
財
に
再

指
定
さ
れ
た
。
堂
内
に
は
、
本
尊
薬
師
如
来
坐
像
（
旧

国
宝
、
現
国
重
文
）
、
厨
子
（
国
重
文
）
、
護
摩
札
（
国

重
文
）
、
大
黒
天
立
像
（
県
文
化
財
）
、
伝
小
野
道
風
公

扁
額
、
円
空
佛
四
体
な
ど
貴
重
な
文
化
財
が
ま
つ
ら

れ
て
い
る
。
薬
師
堂
は
、
昭
和
二
八
年
に
国
庫
補
助

金
な
ど
を
得
て
全
面
解
体
修
理
さ
れ
た
。
現
在
は
、

平
成
一

0
年
九
月
の
台
風
七
号
で
毀
損
し
た
檜
皮
葺

屋
根
の
災
害
復
旧
工
事
を
、
国
、
県
、
町
補
助
怠
を

渇
て
行
っ
て
お
り
、
平
成
―
二
年
三
月
ま
で
に
は
全

工
程
が
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

し
か
つ

師
膀
町
文
化
財
高
田
寺
婦
人
消
防
隊
は
、
高
田
寺

本
堂
（
薬
師
棠
）
や
薬
師
如
来
坐
像
な
ど
の
賢
重
な

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
発
足
し
た
C

隊
の
発
足
は
、
昭
和
五
四
年
七
月
二
三
日
て
、
今

年
で
二

0
年
目
を
迎
え
る
。
昭
和
五
三
年
度
に
放
水

銃
（
四
基
）
等
の
浩
火
設
備
一
式
が
整
備
さ
れ
た
こ

と
を
機
に
、
重
嬰
な
文
化
財
を
保
存
し
よ
う
と
い
う

気
連
が
周
辺
住
民
の
間
で
高
ま
り
、
師
勝
町
社
会
教

育
課
の
指
導
愉
力
の
も
と
に
組
織
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

間
の
情
報
交
換
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
ア
ズ
サ
殷
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ド
畠
山
修
鬱

4III

—

'||1,_1|1|||,1,1,111i_|1'|||_1 

地
域
住
民
が
支
え
る
文
化
財
建
造
物
の
防
災
―

愛
知
県
／
重
要
文
化
財
高
田
寺
本
堂

ロ
ー
1
1
1
1

設
置
し
た
梢
火
設
備
を
火
災
発
生
時
に
迅
速
か
つ
的

雁
に
操
作
し
、
火
を
梢
し
止
め
る
た
め
に
は
、
そ
れ

ら
を
使
い
こ
な
せ
る
人
材
が
寺
関
係
者
の
み
な
ら
ず

地
域
住
民
の
中
に
育
成
さ
れ
る
必
要
性
が
強
く
認
職

さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
寺
の
周
辺
集
落
七

0
余
戸
が
棺
家
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
家
の
二
〇
歳

以
上
の
女
性
を
も
っ
て
編
成
す
る
自
主
的
な
組
織
と

し
て
、
こ
の
隊
を
設
け
た
わ
け
で
あ
る
c

隊
は
二

0
人
で
組
織
さ
れ
、
毎
年
全
員
が
入
れ
替

わ
る
。
毎
月
一
回
の
活
動
で
は
、
西
春
日
井
郡
東
部

浩
防
署
の
指
導
に
よ
り
、
放
水
銃
の
操
作
を
中
心
と

し
i
'

各
個
訓
練
、
消
防
知
識
習
得
、
消
火
器
に
よ
る

初
期
消
火
な
ど
、
火
災
か
ら
高
田
寺
本
堂
（
薬
師
堂
）

を
守
る
た
め
に
必
要
な
諸
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

毎
年
一
月
二
六
日
の
文
化
財
防
火
デ
ー
に
お
い
て
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
い
か
ん
な
く
発
揮
す
る
た
め
、

東
部
消
防
署
、
町
消
防
団
の
到
着
前
に
、
初
期
消
火

を
行
い
、
存
在
と
必
要
性
を
強
烈
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
る
。
ま
た
町
社
会
教
育
課
を
中
心
に
、
町
長
、
教

育
長
、
地
元
区
長
が
参
加
し
、
地
域
住
民
、
檀
徒
r

師
膀
南
小
六
年
生
な
ど
多
く
の
見
学
の
な
か
、
浩
火

麟
緯
詞
建
造
物
開
び
防
欠
対
鑽
二

5
 

一

岐

阜

県

／

高

山

市

三

町

重

要

伝

統

的

建

造

物

群

保

存

地

区

の
四
月
は
春
と
い
え
ど
も
夜
寒
い
。
そ
の
憐
接
地
で
数
度
の
火
災
が
生
じ
、
総
合
的
な
防
災
対

泊↑
Ei
も
静
か
で
寒
い
夜
て
あ
っ
た
。
寝
つ
い
て
策
の
必
要
性
が
強
く
認
識
さ
汎
た
。
特
に
注
目
さ
れ

三
0
分
ぐ
ら
い
経
っ
た
だ
ろ
う
か
、

0
時
三
六
分
、
九
の
が
敷
地
背
割
線
沿
い
に
並
ぶ
土
蔵
の
防
火
帯
こ

突
然
自
宅
へ
電
話
が
あ
り
、
三
町
伝
統
的
建
造
物
群
し
て
の
役
割
で
、
平
成
五
年
度
に
市
費
で
土
蔵
現
況

保
存
地
区
（
以
下
、
三
町
）
が
燃
え
て
い
る
と
住
民
詞
査
を
実
施
し
た
。
次
い
で
国
及
び
県
の
捕
助
に
よ

か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。
慌
て
た
が
そ
れ
で
も
ヘ
ル
メ
り
、
平
成
'
-
ハ
＼
七
年
度
に
高
山
市
三
町
防
災
計
画
策

ッ
ト
、
防
災
服
で
現
場
へ
急
い
だ
。
平
成
八
年
四
月
定
書
を
作
成
し
、
平
成
八

1
-
0年
度
に
伝
統
的
建

四

日

の

こ

と

で

あ

る

。

造

物

群

防

災

施

設

（

特

殊

）

事

業

を

行

っ

た

。

こ

の

火
在
は
横
に
広
が
り
、
火
炎
は
空
し
く
大
き
か
っ
間
、
平
成
七
年
一
月
の
阪
神
。
淡
路
大
震
災
は
防
災

た
。
天
上
に
火
柱
が
上
が
ら
な
か
っ
た
の
は
、
鉄
板
対
策
の
必
要
性
を
よ
り
強
く
示
し
た
。
ま
た
、
冒
頭

葺
き
で
あ
る
た
め
屋
根
が
燃
え
抜
け
ず
、
軒
先
へ
炎
三
町
の
火
災
は
防
災
計
画
を
裏
付
け
、
そ
の
早
期
実

が
吹
き
出
た
か
ら
で
あ
る
。

0
時
四

0
分
過
ぎ
に
現
現
を
促
し
た
。

地
に
到
着
し
、
朝
四
時
ま
て
ホ
ー
ス
を
持
っ
て
走
り
防
災
対
策
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

回

っ

た

。

①

土

蔵

の

扉

が

開

い

て

い

て

、

そ

こ

か

ら

火

が

入

っ

こ
の
火
災
か
ら
褐
た
教
訓
を
中
心
に
三
町
の
防
災
た
↓
戸
を
閉
め
る
習
慣
の
定
着
。

対
策
に
つ
い
て
②
土
蔵
内
に
燃
え
や
す
い
も
の
が
あ
っ
た
↓
土
蔵
内

紹

介

す

る

。

の

整

理

整

頼

と

清

掃

。

高
山
市
は
昭
③
土
蔵
置
屋
根
の
誓
裏
隙
間
か
ら
火
が
入
り
、
置
屋

和
五
五
ー
五
六
根
の
裏
を
伝
っ
て
反
対
側
隙
間
か
ら
吹
き
出
し
た

年
度
尺
第
一
↓
小
屋
内
隔
壁
の
設
置
、
野
裏
の
隙
間
を
防
火
板

次

防

災

事

業

と

等

で

遮

蔽

。

し
て
三
町
に
消
④
土
蔵
が
防
火
帯
と
な
っ
て
火
勢
を
止
め
た
↓
土
蔵

火
栓
二
四
基
を
の
保
存
活
用
。

設
置
し
た
。
し
⑤
自
衛
消
防
隊
（
近
隣
住
民
）
が
火
元
近
く
ま
で
侵

か
し
地
区
内
や
入
し
て
放
水
し
た
際
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
オ
ー
バ
ー
で

訓
練
を
通
し
て

文
化
財
の
大
切

さ
を
広
く
知
ら

し
め
て
い
る
c

加
え
て
毎
年
九

月
一
日
の
防
炎

の
日
の
大
規
模

な
訓
練
に
も
高

田
寺
文
化
財
婚

人
消
防
隊
と
し

て
参
加
、
活
躍

を
し
て
い
る
。

寺
の
周
辺
住
民
七

0
余
戸
は
す
べ
て
高
田
寺
の
檀

家
で
あ
る
こ
と
も
幸
い
し
て
、
お
お
む
ね
三
年
に
一

度
は
、
隊
に
関
わ
る
こ
と
と
な
り
、
中
に
は
ベ
テ
ラ

ン
と
い
わ
れ
る
人
も
年
々
増
え
て
き
て
お
り
頼
も
し

さ
を
感
じ
る
。
さ
ら
に
は
、
隊
貴
の
み
な
ら
ず
、
隊

員
の
経
験
の
あ
る
人
、
関
心
を
も
つ
人
が
増
え
つ
づ

け
地
域
の
初
期
浩
火
の
指
導
者
に
も
な
っ
て
き
て

。
る
、4し

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
と
い
う
目
的
か
ら
発
生

し
て
r

文
化
財
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
文
化
財
愛

瓢
の
考
え
方
の
普
及
と
と
も
に
r

地
域
の
各
家
の
防

火
思
想
の
高
揚
に
も
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
文
化
財

婦
人
消
防
隊
で
あ
る
ぐ

（
愛
知
景
西
春
日
井
郡
師
陪
町
，高
田
寺
任
職

田
中
彰
）

二
＼
三

m
飛
ば
さ
れ
た
↓
自
衛
消
防
隊
の
訓
練
と

装
僻
。

⑥
ホ
ー
ス
の
数
が
足
り
な
か
っ
た
↓
ホ
ー
ス
の
増
設
、

ホ
ー
ス
運
搬
具
の
整
備
。

⑦
側
涵
の
水
の
絶
対
量
が
不
足
幽
叫
水
楷
設
置
r

貯

水
槽
か
ら
側
溝
へ
自
動
放
水
（
一
人
で
一
―

1
0秒
以

内）。

⑧
警
報
ベ
ル
の
音
が
小
さ
く
、
近
隣
住
民
に
聞
こ
え

な
か
っ
た
↓
サ
イ
レ
ン
に
交
換
。

⑨
発
見
の
遅
れ
に
よ
り
火
勢
が
増
し
、
手
に
負
え
な

く
な
っ
た
↓
自
動
火
災
警
報
設
備
の
必
要
。
老
人
、

留
守
家
屋
を
含
め
た
グ
ル
ー
プ
監
視
方
式
の
導
入
。

⑩
地
震
に
弱
い
緊
結
部
分
が
多
く
、
積
雪
期
は
屋
根

荷
重
の
増
加
に
よ
り
さ
ら
に
強
度
が
不
足
↓
主
屋
、

土
蔵
の
足
元
緊
結
、
小
屋
組
、
構
造
部
の
構
造
強

じ。ー
⑪
震
災
時
の
水
、
電
気
の
自
給
及
び
自
衛
消
防
活
動

↓―

-
O
O
V
発
電
橡
、
耐
震
貯
水
槽
、
自
衛
消
防

隊
強
化
。

⑫
土
蔵
間
に
置
か
机
た
不
要
木
材
や
腰
板
壁
が
燃
え

て
隣
家
に
類
焼
↓
木
部
が
見
え
る
状
態
の
維
持
。

防
火
塗
料
の
使
用
と
耐
久
性
、
防
火
性
能
向
上
の

取
組
み
。

と
り
わ
け
④
土
蔵
の
活
用
、
⑦
側
溝
の
水
の
利
用
、

⑨
グ
ル
ー
プ
自
火
穀
、
⑫
防
火
塗
料
の
使
用
と
開
発

は
、
火
災
か
ら
学
ん
だ
―
―
―
町
独
自
の
防
火
対
策
と
言

え
よ
う
。
（
忘
山
市
教
育
委
員
会
文
化
課
課
畏
補
佐 柴

円
裏
成
）

高
田
寺
婦
人
消
防
隊
員
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（ウェブマスターメールアドレス）
webmaster@bunka.go.jp 
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